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～
互
い
に
認
め
、
支
え
あ
う
、
男
女
が
き
ら
め
く
平
川
市
～

　「キアラ」とはイタリア語で「光り輝く
もの」「よろこびをもたらすもの」を意
味します。平川市男女共同参画推進
プランの基本理念である「互い認め、
支えあう、男女（ひと）がきらめく平川
市」のとおり、輝く未来を見つめなが
ら性別にかかわらず一人ひとりがお
互いを認め、自分らしさを十分に生か
せる平川市をめざしたいという願いを
込めています。

ひ
と

～
互
い
に
認
め
、
支
え
あ
う
、
男
女
が
き
ら
め
く
平
川
市
～

　「キアラ」とはイタリア語で「光り輝く
もの」「よろこびをもたらすもの」を意
味します。平川市男女共同参画推進
プランの基本理念である「互い認め、
支えあう、男女（ひと）がきらめく平川
市」のとおり、輝く未来を見つめなが
ら性別にかかわらず一人ひとりがお
互いを認め、自分らしさを十分に生か
せる平川市をめざしたいという願いを
込めています。

ひ
と
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各種委員会及び審議会

男性（179人）
79.6%

女性（46人）
20.4%

市議会議員

男性（19人）
82.6%

女性（4人）
17.4%

消防団

男性（671人）
93.5%

女性（47人）
6.5%

 

現在、家庭・職場・地域社会のどの場面においても女

性は大切な役割を果たしていますが、政策・方針決定過

程場面での女性の参画は、まだ十分とは言えません。 

平川市でも、政策や方針を決める重要な機関である、

各種委員会及び審議会の女性登用率を３０％以上とする

ことを目標としていますが、実現に至っていないのが現

状です。 

そこで、平川市の様々な場面における女性の登用率を

見てみましょう。 

 

①のグラフは、各種委員会及び審議会です。各種委員会

及び審議会とは、例えば教育委員会、農業委員会、文化財

保護審議会などがあげられます。女性比率 20.4％となって

おり、県内 14 位です（４0 市町村中）。 

②のグラフは市議会議員です。女性議員比率は 17.4％で

県内 1 位です。 

③のグラフは消防団です。女性比率はまだ 6.7％と低い

ですが、全国的に見ても防災の分野における女性の参画は

少しずつ進んできていると言われています。 

 平川市ではこれからも政策・方

針決定過程場面での女性の参画を

推進すると共に、職員一人ひとり

がこれまで以上に男女共同参画の

視点を持ちながら、男女共同参画

社会の推進を目指していきます。 

 

 

③ 
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平
川
市
男
女
共
同
参
画
推
進

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

 

平
川
市
で
は
、
女
性
も
男
性
も
互
い

の
人
権
と
人
格
を
尊
重
し
つ
つ
責
任
も

分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、

個
性
や
能
力
を
発
揮
で
き
る
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
平
川
市

男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
（
以
下
「
推

進
会
議
」
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

推
進
会
議
の
委
員
は
、
関
係
団
体
の

代
表
や
個
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

                   

六
月
二
十
五
日
、
市
役
所
に
て
今
年

度
第
一
回
目
の
推
進
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。
推
進
会
議
で
は
市
か
ら
審
議
依

頼
の
あ
っ
た
今
年
度
の
男
女
共
同
参
画

推
進
事
業
計
画
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
向
け
た

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

市
で
は
推
進
会
議
で
出
さ
れ
た
意
見

を
も
と
に
、
よ
り
充
実
し
た
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

            

 

平
川
市
男
女
共
同
参
画 

推

進

会

議

委

員 

 

武
田
英
子
（
本
町
） 

社
会
教
育
委
員
会
議
長 

今
井
千
都
子
（
小
和
森
） 

読
書
推
進
運
動
協
議
会
会
長 

 

山
口
絹
子
（
碇
ヶ
関
） 

 

市
連
合
婦
人
会
会
長 

成
田
千
雪
（
町
居
） 

 
 

平
賀
地
域
Ｖ
ｉ
ｃ
・
ウ
ー
マ
ン
会
長 

小
田
桐
睦
生
（
中
佐
渡
） 

 
 
 

市
子
ど
も
会
育
成
協
議
会
副
会
長 

外
川
智
志
（
広
船
） 

 
 

平
川
市
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
監
事 

佐
藤
成
子
（
唐
竹
） 

 
 

平
賀
町
商
工
会
女
性
部
会
長 

 

山
田
悠
子
（
尾
上
） 

 
 

社
会
教
育
委
員 

吹
田
真
奈
美
（
碇
ヶ
関
） 

 
 

個
人 

葛
西
聡
子
（
日
沼
） 

 
 

個
人 

   

平成２０年度平川市男女共同参画推進事業（抜粋） 

児
童
生
徒
の
意
識
の
啓
発 

乳
幼
児
医
療
費
給
付
事
業 

出
産
祝
金 

女
性
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
支
援
事
業 

事
業
名 

児
童
生
徒
の
意
識
（
男
女
の
差
別
な
く
相
手
を
思
い
や

る
心
、
互
い
に
認
め
合
う
心
）
の
啓
発
に
つ
な
が
る
よ

う
、
教
職
員
の
研
修
の
際
に
指
導
主
事
を
通
し
て
働
き

か
け
ま
す
。 

子
ど
も
を
も
つ
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
乳
幼
児
の
医
療
費
を
公
費
負
担
し
、
子
ど
も
を
安

心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。 

今
年
度
か
ら
対
象
年
齢
を
拡
大
し
ま
し
た
。 

第
三
子
以
降
出
産
時
に
出
産
祝
金
を
支
給
し
、
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

今
年
度
か
ら
金
額
を
拡
大
し
ま
し
た
。 

市
内
の
各
種
女
性
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

支
援
し
ま
す
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
九
月
五
日
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
）
。 

概
要 

 
市役所で開催された推進会議の様子 
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「
日
本
女
性
会
議
２
０
０
７
ひ

ろ
し
ま
」
へ
二
名
派
遣
し
ま
し
た 

 

「
一
人
ひ
と
り 

響
き
あ
っ
て 

い

ま 

そ
し
て
未
来
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
国
内
最
大
の

会
議
で
あ
る
「
日
本
女
性
会
議
２
０
０

７
ひ
ろ
し
ま
」
が
平
成
十
九
年
十
月
十

九
日
か
ら
二
十
日
に
か
け
て
広
島
県
広

島
市
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

平
川
市
で
は
こ
の
会
議
に
武
田
英
子

さ
ん
（
本
町
）
、
福
士
恵
美
子
さ
ん
（
本

町
）
の
二
名
を
派
遣
し
ま
し
た
。 

             

              

会
議
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に

関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
、
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
「
世
界
が
も
し
百
人
の
村
だ
っ
た

ら
」
の
著
者
、
池
田
香
代
子
さ
ん
に
よ

る
記
念
講
演
会
に
参
加
し
た
他
、
武
田

さ
ん
は
分
科
会
「
平
和
と
ヒ
ロ
シ
マ
」

に
参
加
し
、
被
爆
者
の
方
々
と
の
意
見

交
換
を
行
い
、
福
士
さ
ん
は
分
科
会
「
食

育
」
に
参
加
し
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い

る
食
の
環
境
に
つ
い
て
の
研
修
も
行
い

ま
し
た
。 

 

「
日
本
女
性
会
議
２
０
０
８ 

と
や
ま
」
が
開
催
さ
れ
ま
す 

 

平
川
市
で
は
今
年
度
も
「
日
本
女
性

会
議
」
へ
の
派
遣
を
行
い
ま
す
。 

今
年
度
の
開
催
地
で
は
富
山
県
富
山

市
で
す
。
会
議
で
は
「
百
万
本
の
バ
ラ
」

で
有
名
な
歌
手
の
加
藤
登
紀
子
さ
ん
に

よ
る
講
演
の
他
、
様
々
な
分
科
会
が
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。 

                

十
月
十
七
日
か
ら
十
八
日
に
か
け
て

行
わ
れ
る
会
議
に
は
、
広
報
ひ
ら
か
わ

五
月
号
等
で
募
集
し
た
際
に
応
募
を
い

た
だ
い
た
一
名
の
方
を
派
遣
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。 

     

青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
オ

ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
（
主
催:

ア
ピ
オ
あ
お

も
り
・
平
川
市
）
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。 

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
は
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
学
習
機
会

の
提
供
や
意
識
啓
発
を
目
的
に
、
毎
年

県
内
６
ヶ
所
程
度
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

過
去
の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、

平
成
十
七
年
（
旧
平
賀
町
）
に
テ
レ
ビ

番
組
で
お
な
じ
み
の
住
田
弁
護
士
の
講

演
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

開
催
は
十
二
月
以
降
を
予
定
し
て
い

ま
す
が
、
講
師
な
ど
の
詳
細
は
現
在
検

討
中
で
す
。
決
ま
り
次
第
広
報
ひ
ら
か

わ
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

今年度の開催地は立山連峰を望む自然豊かな都市、富山市です。 

修理を重ねながら今も現役で走る「被爆電車」 

全国各地から 3,000 人以上が広島市に集まりました。 
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青森県男女共同参画センター（アピオあおもり）では、これから何かやってみたいと思って

いる県民のみなさまが、より目的性をもち、より効果的で効率的な活動を展開できるよう、さ

まざまな情報提供、スキルアップの機会を提供していきます。 

 

 

自分も相手も大切にする「アサーティブ・コミュニケーション」を学び、今日からの仕事や

活動、身近な人間関係に生かしていきましょう。 

講 師：岩船展子（シニア産業カウンセラー） 

日 時：１１月７日（金）９：３０～１２：３０ 

会 場：アピオあおもり 大研修室 

参加費：８００円（当日お持ちください） 

定 員：３０名（定員になり次第締切ります）  

※ 託児あります（１時間２００円）。３日前までにお申込みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～発刊にあたって～ 
男女共同参加社会を実現するためには、すべての人が社会の対等な構成員として、共に

参画する機会や場を確保することが必要です。 

平川市では、男性と女性が、家庭や学校・職場・地域などあらゆる場で個性と能力を十

分に発揮し、伸び伸びと生活できるまちづくりをめざしています。 

この情報誌を通して、皆様に男女共同参画に関する情報が提供され、男女互いの人権尊

重への理解を深めていただければと願っています。 

平川市長 外川三千雄 

●●●●ごごごご意見意見意見意見、、、、ごごごご要望要望要望要望をおをおをおをお待待待待ちしておりちしておりちしておりちしており

ますますますます 
 

本誌についてのご意見、ご感想や、今

後取り上げてほしい内容、情報等をお待

ちしています。 

 
・・・・・・・・・・・・問合問合問合問合せせせせ先先先先・・・・・・・・・・・・    

市役所総務課行政改革係 

電話：0172-44-111１（内線 1353） 

gyoukaku@city.hirakawa.lg.jp 

■
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
■ 

 

一
九
九
九
年
（
平
成
十
一
年
）
六
月
二

十
三
日
に
公
布
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

左
記
の
五
つ
の
基
本
理
念
を
定
め
、
行

政
と
国
民
そ
れ
ぞ
れ
が
果
た
さ
な
く
て

は
な
ら
な
い
役
割
を
定
め
て
い
ま
す
。 

 

一
．
男
女
が
性
別
に
よ
る
差
別
的
取
り
扱

い
を
受
け
な
い
こ
と
等
男
女
の
人
権

の
尊
重 

二
．
社
会
に
お
け
る
制
度
又
は
慣
行
に
つ

い
て
の
配
慮 

三
．
政
策
等
の
立
案
及
び
決
定
へ
の
共
同

参
画 

四
．
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
他
の
活

動
の
両
立 

五
．
国
際
的
協
調 

男
女
共
同
参
画
用
語
解
説
・
♯
３ 

各機関の事業紹介 

アピオあおもりのスキルアップセミナー 

今回のテーマ『アサーティブ・コミュニケーション』 

申込申込申込申込み・み・み・み・おおおお問合問合問合問合せせせせ    青森県男女共同参画青森県男女共同参画青森県男女共同参画青森県男女共同参画センターセンターセンターセンター    〒〒〒〒030030030030----0822082208220822    青森市中央青森市中央青森市中央青森市中央 3333 丁目丁目丁目丁目 17171717－－－－1111        

TELTELTELTEL    017017017017－－－－732732732732----1085108510851085    FAXFAXFAXFAX    017017017017－－－－732732732732----1073107310731073    EEEE メールメールメールメール    danjo@apio.pref.aomori.jpdanjo@apio.pref.aomori.jpdanjo@apio.pref.aomori.jpdanjo@apio.pref.aomori.jp    
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